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神奈川県立神奈川総合産業高等学校　大石智広

どんな特徴を備えることによってコン
ピュータはコンピュータになったのか
コンピュータの起源を通して学ぶコンピュータの仕組み



重要だけど面白く授業
することができない

コンピュータの仕組みを学ぶ単元



情報I コンピュータの仕組みを学ぶ単元

•主に「(3)コンピュータとアルゴリズム」の(ア)」 に相当 
•二進数、CPUが計算する仕組み、論理回路



「面白くない」の中身

•生徒自身が発見するような活動がない 
•生徒によって見方や解釈が分かれるような活動がない

「個別最適」「探究」の欠如



問い＋構造的な
探究＋事例対比

解決するための３つの要素



授業づくりのアプローチ



問い＋構造的な
探究＋事例対比

今回の授業づくりの３要素



問い「 どんな特徴を備えることによってコン
ピュータはコンピュータになったのか」

•コンピュータとはそもそも何か 
•コンピュータを生み出したのは誰か



問い「コンピュータはいつからコンピュータ
になったのか」

•学習させたい内容が必要になる 
•身近で当たり前だが、答えは簡単では
ないし、一つにも決まらない



問い＋構造的な
探究＋事例対比

今回の授業づくりの３要素



探究を教科学習に取り入れようとすると？

•生徒にテーマを決めさせて、解決の方法
も考えさせて・・・ 

•時間が足りない 
•学習させたい内容と繋がるとは限らない



探究の４つのレベル
探究学習は生徒に提供される情報によってレベル分けされる(Banchi & Bell 2008)

探究のレベル  Inquiry Level
問い
Question

手順
Procedure

答え
Solution

確認としての探究  Confirmation Inquiry ✔ ✔ ✔

構造化された探究  Structured Inquiry ✔ ✔

ガイドされた探究  Guided Inquiry ✔

オープンな探究  Open Inquiry

Banchi,H., & Bell,R. (2008). The Many Levels of Inquiry . Science and Children,v46 n2 26-29. より作成



ターゲットにした探究のレベル
学ばせたい内容に確実に触れる＋限られた時間に探究の要素を入れる

探究のレベル  Inquiry Level
問い
Question

手順
Procedure

答え
Solution

確認としての探究  Confirmation Inquiry ✔ ✔ ✔

構造化された探究  Structured Inquiry ✔ ✔

ガイドされた探究  Guided Inquiry ✔

オープンな探究  Open Inquiry

Banchi,H., & Bell,R. (2008). The Many Levels of Inquiry . Science and Children,v46 n2 26-29. より作成



問い＋構造的な
探究＋事例対比

解決するための３つの要素



事例対比

「複数の似た事例を比較させ，共通点や差異・
矛盾に注目させることで，それぞれの情報で示
されている特定の機能や特徴に気づかせる」
(大島・千代西尾, 2019) 

矛盾した文章を比較させる



パスカル・バベッジ・シャノンの３人が、自
分こそがコンピュータを発明したと主張する
文章を比較
人物 扱っている人物の功績 コンピュータとはなにか

パスカル 機械式計算機を開発・製造した 計算する機械である

バベッジ プログラム制御できる機械を設計した プログラム制御できること
により、汎用性を備えた機

シャノン
２進数を電気的に扱う論理回路に関する
論文を執筆した。これにより、大量のデ
ータを高速に扱えるようになった。

情報機器とよばれる、大量
の情報を高速で処理するこ
とができる機械である。



単元計画と授業展開



３つの文章を比較し、コンピュータを生み出
したのは誰か、を考える授業
Step 主な活動

1 コンピュータとはどのようなものか、考察する
2 ３つの文章を読む
3 ３つの文章の主張を、グループワークでFigjam上に整理する

4 「どんな特徴を備えることでコンピュータはコンピュータとなったのか」に回答し、Figjam上で他の生徒のものと比較する

5 振り返り



３つの文章を整理した例



空欄補充形式で自分の考えを記述させた



Figjam上で意見を共有

パスカル
バベッジ
シャノン

色分け＋理由を記述



シャノン派の意見の例バベッジ派パスカル派



単元計画
時数 学習内容 関連する 

人物
1 文章を比較し「どんな特徴を備えることでコンピュータはコンピュータとなったのか」を考察 全員

2 レジスタや加算器などを用いてCPUが演算する仕組み パスカル

3 プログラムの基本制御構造 バベッジ

4～７ 2進数と2進数の計算、論理回路、情報のデジタル化、情報
量の測り方（単位と情報量の計算） シャノン

8 改めて「どんな特徴を備えることでコンピュータはコンピュータとなったのか」を考察 全員



単元計画

•「３人の生み出したものが、それぞれ現代のコン
ピュータにどのように活用されているか」 

•人物にフォーカスを当てて、関連する知識を学習 
•「パスカル」「バベッジ」が生み出したものは、
コンピュータとしての特徴を十分に備えていた
か、を考察



単元計画
時数 学習内容 関連する 

人物
1 文章を比較し「どんな特徴を備えることでコンピュータはコンピュータとなったのか」を考察 全員

2 レジスタや加算器などを用いてCPUが演算する仕組み パスカル

3 プログラムの基本制御構造 バベッジ

4～７ 2進数と2進数の計算、論理回路、情報のデジタル化、情報
量の測り方（単位と情報量の計算） シャノン

8 改めて「どんな特徴を備えることでコンピュータはコンピュータとなったのか」を考察 全員



パスカルの授業後

パスカルが発明したパスカリーヌは、コンピュータとし
て必要な特徴を十分に備えていたか

YES
NO



バベッジの授業後

バベッジが発明したものは、コンピュータとして必要な
特徴を十分に備えていたか

YES
NO



分析ー探究の過程になっていたか



支持率？の変化
時数 活動・質問の仕方 パスカル バベッジ シャノン

1 ３人の主張を比較 11 38 37

2 パスカルが生み出したものはコンピュータとして十分といえるか 35 ー ー

3 バベッジが生み出したものはコンピュータとして十分といえるか ー 77 ー

8 ３人の主張を比較 13 36 34

2025年度　1年次生　3クラス92人のデータを集計

単位：人



支持率？の変化
時数 活動・質問の仕方 パスカル バベッジ シャノン

1 ３人の主張を比較 11 38 37

2 パスカルが生み出したものはコンピュータとして十分といえるか 35 ー ー

3 バベッジが生み出したものはコンピュータとして十分といえるか ー 77 ー

8 ３人の主張を比較 13 36 34

単位：人

27人が１時間目と８時間目で意見を変更



支持する人物の変遷から読み取れること
•3分の1の生徒が最終的に意見を変更  
•それぞれの人物の功績を単独で扱った際は、コン
ピュータとして十分と考えた生徒が多かった 
→探究の過程であった 
•学習を進めても、一つの答えに集約されない問い
であった 
→個別最適に相応しい問いだった



生徒の反応



歴史的視点に触れたもの

•今現在我々がコンピューターと呼ぶものは今後の
情報技術の発達によりコンピューターというには
不十分なものになるのか気になった。 

•ぽっとでじゃなくちゃんと歴史があるのが未来を
感じるし今後の成長もみえて今後の近未来の世界が
楽しみ



新たな疑問や探究について述べたもの

•そこで他にどのような人物が貢献していたのかにつ
いて疑問に思った。 

•これまでの学習を振り返ると、解決とともに新た
な疑問も残る。それをさらに解決するためにも、
疑問をたくさん作り、さらに解決するということ
を繰り返していきたい。



他人の意見を聞くことの重要性について触れたもの

•意見をどんどん変えて行きたいです。理由は、意見
が変わると前に考えていたことの反論を考え出すこ
とができるので 



この授業を真似していただけるなら・・・

•資料箱　          → 
•「神奈川情報部会 令和４年度 
実践事例報告会」 

•情報処理学会「情報の授業を 
しよう！」秋掲載予定 

•tomohiro-ooishi@gl.pen-kanagawa.ed.jp
資料箱



他にどんな授業をやってるの？

•学校設定科目「情報メディア概論」 
メディアミックスを生徒が実践 
 
オリジナルキャラクター作成 
→動くアイコン作成 
→短編アニメ作成 
→ゲーム化



Banchi,H., & Bell,R. (2008). The Many Levels of 
Inquiry . Science and Children,v46 n2 26-29. 
大島純・千代西尾祐司(編)(2019) 主体的・対話的 で深い
学びを導く学習科学ガイドブック, 北大路書 房 



生徒の反応-全文



コンピューターとはという同じ質問でも、答える人によ
ってコンピューターといえる条件は変わってくることが
分かった。なぜこうまでもコンピューターという存在は
あやふやなイメージを持たれているのかが気になった。
おそらく機能が少なかったパスカル等の時代ではこうは
ならなかったと考えられる。今現在我々がコンピュータ
ーと呼ぶものは今後の情報技術の発達によりコンピュー
ターというには不十分なものになるのか気になった。



昔から開発が進められてて、現代コンピュータと呼
ばれている存在は何度も行われた開発と開発を足し
算して引き算した結果だという事実がすごい現実を
見た。ぽっとでじゃなくちゃんと歴史があるのが未
来を感じるし今後の成長もみえて今後の近未来の世
界が楽しみ



今回の授業でシャノン　バベッジ　パスカルの貢献
について改めて考え、どの人物も大小はあれど現代
のコンピュータに多くの貢献をしたことが分かっ
た。そこで他にどのような人物が貢献していたのか
について疑問に思った。



他人の意見を聞くことの重要性について触れたもの

•人によって全然違う意見が出てきてとても面白か
った。自分は授業の初めから最後までバベッジ一
択だったが、ほかの人の意見を聞いて意見が揺ら
いだことも多くあった。



これまでの学習を振り返ると、解決とともに新たな
疑問も残る。それをさらに解決するためにも、疑問
をたくさん作り、さらに解決するということを繰り
返していきたい。


